
⽇本語⾔語資源の包括的⾼度利⽤環境の整備

コーパス開発センター
2016-2021年度（6か年）のコーパス開発センタープロジェクト

⽬的：
・研究系のコーパス開発の⽀援のために必要な⾔語処理・⾳声処理・⾔語資源構築技術に関する共同研究を進める
・UniDic や分類語彙表などの語彙資源や、既存のコーパスに対するアノテーションの公開を⾏う
・⾳声配信機能を含む統合検索環境の構築を⾏う

⾔語処理・⾳声処理・⾔語資源構築技術
• ２テキスト間の対応付け技術
『⽇本語歴史コーパス』(CHJ) の古典⇔現代語訳
『⽇本語諸⽅⾔コーパス』(COJADS) の⽅⾔⇔共通語訳
• ⾳声と転記テキストとの対応付け技術

• 形態素解析⽤辞書『UniDic』とコーパスの協調整備環
境

「⼤納⾔」

語彙資源・アノテーションの整備

統合検索環境の開発

• 形態素解析⽤辞書『UniDic』 の整備
現代書き⾔葉⽤ UniDic
現代話し⾔葉⽤ UniDic
古典⽤ UniDicS （時代別の形態素解析辞書）

• 『分類語彙表』の拡張
UniDic-分類語彙表番号対応表 (wlsp2unidic)
反対語情報の整備 (wlsp-antonym)
単語親密度の整備 (wlsp-familiarity)
【開発中】代表義・プロトタイプ義情報の整備

• Universal Dependencies
70⾔語100以上のコーパスに対する⾔語横断統語情報付与
⽇本語 UD ⾔語資源の整備 (UD Japanese BCCWJ)

• 『分類番号表』関連データ
『現代⽇本語書き⾔葉コーパス』に対する分類番号付与
『⽇本語歴史コーパス』に対する分類番号付与
『⽇本語話し⾔葉コーパス』に対する分類番号付与

機能語に対する⽤法アノテーション
反対語情報・単語親密度情報付与

複数コーパスの串刺し検索環境
〔時代別〕

〔話し⾔葉・書き⾔葉∕⺟語話者・学習者〕
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